
「
産
前
産
後
免
除
制
度
」を

ご
存
じ
で
す
か

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
カ
月

前
か
ら
6
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対　

象　

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
出
産

日
が
平
成
31
年
2
月
1
日
以
降
の
人
。

届
出
時
期　

　

出
産
予
定
日
の
6
カ
月
前
か
ら
届
出

可
能
で
す
。

産
前
産
後
期
間
の
取
り
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た

期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

届
出
先　

　

健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

添
付
書
類

● 

出
産
前
に
届
出
を
す
る
場
合
：
母
子

健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
が
分
か

る
も
の

● 

出
産
後
に
届
出
を
す
る
場
合
：
被
保

険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出

生
証
明
書
な
ど
出
産
日
と
親
子
関
係

が
分
か
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内「
2
を
押
し
て
2
」

国
民
年
金
保
険
料
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
が
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

害
を
負
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
を
確
保
で
き
ま
す
。

対　

象

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
学
生
な
ど
で
、
学
生
納
付
特
例

を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所

得
が
基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業
な
ど

の
理
由
が
あ
る
人
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
・
請
求
手
続
き
に
は

「
予
約
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

予
約
の
際
は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
年
金
事
務
所
（
予
約
専
用
）

　

☎
０
５
７
０（
05
）４
８
９
０

■
熊
本
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
1
を
押
し
て
2
」

■
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
熊
本　

　

☎
０
９
６（
２
０
６
）２
４
４
４　

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

３月３日・12日の歯科検診で、むし歯がなかった
お子さんを紹介します。（敬称略）※行政区は検診日時点

荒
あら

木
き

堅
けん

心
しん

（玉祥寺）
有
あり

田
た

　禮
れい

（東原）
川
かわ

口
ぐち

仁
に

愛
あ

（北原）
古

こ

閑
が

　遥
はるか

（上西寺）
城
しろ

本
もと

葵
き

子
こ

（野間口）
恒
つね

松
まつ

優
ゆ

里
り

（花房台）
冨
とみ

岡
おか

実
み

蘭
らん

（北原）
中
なか

島
しま

朱
あか

莉
り

（大琳寺）
中
なか

村
むら

美
み

湖
こ

（神来）
羽

は

山
やま

湊
みな

人
と

（西正観寺）
光
みつ

永
なが

笑
え

真
ま

（上西寺）
青
あお

木
き

莉
り

央
お

（中町）
稲
いな

田
だ

るい（下赤星）
坂
さか

本
もと

　丞
じょう

（上西寺）

河
かわ

上
かみ

優
ゆう

真
ま

（岩平）
中
なか

山
やま

遥
はる

妃
ひ

（遊蛇口）
吉
よし

開
かい

優
ゆう

斗
と

（北宮）
後

ご

藤
とう

優
ゆう

花
か

（流川）
五
い が ら し

十嵐瑞
みず

葉
は

（西郷従業員住宅）
小

お

川
がわ

和
かず

紗
さ

（梶迫）
坂
さか

本
もと

虎
こ

珀
はく

（川下）
岩
いわ

根
ね

一
いち

華
か

（岩本住宅）
緒

お

方
がた

蓮
れん

叶
と

（富の原中央）
高
たか

倉
くら

紗
さ

希
き

（泗水田中）
中
なか

島
しま

大
だい

智
ち

（桜山二）
中
なか

村
むら

迦
か

洋
なみ

（福本一）
宮
みや

本
もと

　樹
いつき

（富の原台）
宮
みや

本
もと

　梛
なぎ

（富の原台）

むし歯を予防するためには　❶むし歯菌を減らすため
の毎日の仕上げ磨き ❷甘いものを減らしたおやつの工
夫 ❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時「むし歯なし」の子～ 加齢による物忘れと認知症による物忘れ ～
　高齢者に物忘れがあったとしても、認知症の症状と
は限りません。加齢による物忘れの場合は、思い出せ
なくても「忘れている」という自覚はあります。しかし、
認知症の場合は、物忘れ自体を忘れてしまうので、自
覚がなく日常生活に支障が出てしまうことがあります。

　「もしかして…」と思ったら、早めにかかりつけ医に
相談しましょう。早期発見・早期治療が大切です。

加齢による物忘れ
▶体験の一部を忘れる（例：「今朝は何を食べたかな」）
▶物忘れの自覚がある ▶人や時間、場所まで分から
なくなることはない　→日常生活に支障は出ない
認知症による物忘れ
▶体験そのものを忘れる（例：「朝ご飯を食
べていない」） ▶物忘れの自覚がないこと
が多い ▶人や時間、場所まで分からなくな
ることがある　→日常生活に支障が出る

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216

～ 献血にご協力ください ～

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カードを
持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。
ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。

問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

●５月13日㈭　県北広域本部
　午前9時30分～11時45分
●５月18日㈫　県北広域本部
　午前9時30分～11時30分、午後０時45分～４時　
●５月28日㈮　菊池市役所正面玄関
　午前9時30分～11時、午後０時15分～4時

内 容 ４００ml献血
健康

ポイント
対象

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
ら

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
も
、
す
ぐ
に
が
ん
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
症
す
る
ま
で
に
は

い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

は
、
主
に
性
的
接
触
に
よ
っ
て
起
こ
り
、

一
生
の
う
ち
に
何
度
も
感
染
は
起
こ
り

得
ま
す
。
正
常
な
子
宮
頸
部
の
細
胞
に
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し

て
も
ほ
と
ん
ど
は
自
然
に
消
失
し
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
人
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な
ら
ず
、
感
染
し

た
状
態
が
続
き
、
前
が
ん
病
変
（
異
形

成
）
に
変
化
し
ま
す
。
そ
の
状
態
が
さ

ら
に
続
く
こ
と
で
、
子
宮
頸
が
ん
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か

ら
子
宮
頸
が
ん
に
進
行
す
る
に
は
、
数

年
か
ら
十
数
年
か
か
り
ま
す
。

命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
手

術
な
ど
の
治
療
を
す
れ
ば
、
多
く
の
場

合
、
命
を
落
と
さ
ず
に
治
す
こ
と
が
で

き
る
病
気
で
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
市
で
は
複
合
健
診
や
医
療
機
関
で

10代0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000

（人）

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代
出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」（全国がん登録）

子
宮
頸
が
ん
の
原
因

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
主
に
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
原
因
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
０
種
類
以
上
あ
る
遺
伝

子
型
の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と

な
る
タ
イ
プ
は
少
な
く
と
も
15
種
類
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ

で
は
、
子
宮
頸
が
ん
と
新
た
に
診
断
さ

れ
た
人
が
も
っ
と
も
多
い
年
代
は
、
40

代
で
す
。
し
か
し
、
20
代
で
診
断
さ
れ

る
人
も
お
り
、
30
代
に
な
る
と
急
に
増

え
て
い
き
ま
す
。

の
個
別
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
5
月
に
健
診
申
込
書
が
各
世
帯
に

届
き
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
、
子
宮
頸
が
ん
を
起
こ
し
や

す
い
タ
イ
プ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ

18
型
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

海
外
や
日
本
で
行
わ
れ
た
疫
学
調
査

で
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
前
が
ん
病
変
を

予
防
す
る
効
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
平
成
25
年
4
月
か
ら
、
小
学

6
年
生
～
高
校
1
年
生
の
女
子
を
対
象

に
、
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
接
種
後
の
副
反
応
で
積
極

的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
が
決
定
さ
れ
、

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
効
果
と
接
種
後
に
起
こ
り
得

る
症
状
な
ど
を
理
解
し
た
上
で
、
接
種

を
希
望
す
る
人
は
、
定
期
接
種
と
し
て

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は

健
康
推
進
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

20
歳
を
過
ぎ
た
ら
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

子
宮
頸
が
ん
は
妊
娠
・
出
産
の
可
能

性
や
健
や
か
な
日
常
生
活
を
奪
う
が
ん

と
言
え
ま
す
。
初
期
の
段
階
で
は
ほ
と

ん
ど
無
症
状
で
、
検
診
で
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
ん
で
す
。

　

市
で
は
20
歳
（
令
和
3
年
4
月
1
日

現
在
）
の
人
へ
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
送
付
し
ま
す
。
定

期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日本では毎年約1万1千人の女性が子宮頸がんを発症し、約2,800人の女性が子宮頸
がんが原因で亡くなっています。39歳までに治療で子宮を失ってしまう人は年間約
1,200人います。今回は子宮頸がんの原因や検診、ワクチン接種についてお伝えします。

子宮頸がんと新たに診断された人の数（平成29年）

3 218

1,746

2,600

1,908 1,912
1,391

944

284
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